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大

国

魂

神

北
海
道

の
国
上
の
神

人

那

牟

遅

神

夫
回
主
脅
と
同
神
、
国
上
径
営

開
れ
の
神

夕

彦

毛

神

国
上
経
営

。
医
暮

・
酒
造

の
神

明

治

天

皇

虻
代
日
本
の
礎
を
条
か
ね
た

第
百
二
十

二
代
の
人
皇

祭

イヤ

‐卜._Ⅲ 撫

一
月

一
日

―

一
月

ニ

ロ

ー

一
月

十

四
日

二
月

（
立
春
の
前
日
）

二
月
十

一
日

二
月
十

七

日

六
月
十

五
日

六
月

二
十

日

入
月
十

二

日

九

月

一
日

九

月
十

五
日

十

一
月

二
日

十

一
月

二
十

十

二
月

二
十

十

二
月

二
十

十

二
月

二
十

●

各

月

一
日

●

各

月
十

日

十

五
日

二
十

日

明
治
祭

新
嘗
祭

夭
長
茶

人
　
祓

に
存
茶

店
だ
茶

ひ
ん
祭

祭
一二
ロ
ニ́
ロ

一

日

一

日

由

明
治
二
年
九
月

一
日
、
明
治
天
皇
の
認
に

守ヽ
護
神

。
開
れ
の
神
と
し
て
御
鎮
斎
に
な

道
神
官
の
創
祀
で
あ
る
。

つ
づ

い
て
、

二
代
日
間
お
長
宦
東
久
せ
近
僣
が
東
京
の
神

祇
宦
か
ら
閉
お
二
神
の
御
霊
代
を
本
載
し
、
船
に
て
北
海

道

へ
渡
り
、
箱
年
よ
り
開
お
判
官
島
義
勇
が
御
霊
代
を
背

負

い
、
札
幌
の
地
に
入
り
、
明
治
二
年
二
月
、
仮
の
社
殿

を
北
五
条
東

一
丁
目
に
え

て
、
続

い
て
明
治
四
年
二
月
に

札
幌
神
社
と
社
名
が
定
ま
り
、
同
年
九
月
現
在
の
円
山
の

地
に
鎮
座
さ
ね
た
。
昭
和
二
十
九
年
明
治
人
皇
を
増
祀
し

北
海
こ
神
官
と
茂
称
し
、
塔
実
と
も
に
北
海
道
の
た
鎮
守ヽ

と
し
て
崇
敬
さ
ね
て
い
る
。

晟

ユ
茶

え
始
祭

十
神
札
焼
納
祭

節
分
茶

紀
元
茶

所
年
祭

例
　
茶

夫
　
祓

鋼
筋
評
社
例
祭

御
鎮
斎
記
念
祭

頓
官

例
祭

暦

よ
り
北
海
道

の

っ
た

の
が
北
海

皓



＞
明
治
三
十
二
年
五
月
境
内
観
桜
絵
図

開
れ
神

【
茶
　
神
】

社

二
十
七
た
の
開
お
功
労
者

【
例
　
祭
】

八
日午
■
五
日

（輩
え
地
を
北
海
道
と
あ
ら
た
め
た
日
）

開
れ
に
幾
多

の
困
難
を
見
服
し
て

北
海
三
分
及
の
基
礎
を
樹
立
さ
れ

た
先
人
逹

の
道
徳
を
偲
び
、
そ
の

功
績
を
称
え
、
昭
わ
十
二
年
開
道

七
十
周
年
に
時

の
北
海
道
斤ヽ
長
７ヽ

妬
黒
美
彦
に
よ

っ
て
創
定
さ
ね
た
。

昭
和
六
十
二
年
鎮
座
二
十
年
を
む

か
え
新
た
に
拝
殿
が
造
営
さ
薇
た
。

イヤ

宮ヽ
　
の

境
内
の
桜
は
、
明
治
八
年
に
福
玉
仙
吉
が

島
義
勇
の
御
霊
を
慰
め
る
為
に
参
道
両
側

に
献
植
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

現
在

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
、

ヤ
エ
ザ
ク
ラ
等
約

一
四
〇
〇
本
あ
り
、
札

幌
の
桜
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
開
花
の

季
節
五
月
に
は
、
多
数
の
参
拝
者
で
賑
わ

っ
て
い
る
。

頻

　

官

明
治
十

一
年
、
現
在
地
に
近
年
所

を
定
立
し
て
住
民
は
こ
こ
か
ら
れ

幌
神
社
を
近
拝
し
て
い
た
。

え
木

社
例
茶
に
は
神
典
の
御
旅
所
と
さ

枚
て
い
た
。
明
治
二
十

四
年
失
人

に
よ
り
全
焼
し
た
が
、
明
治

四
十

二
年
本
社
の
人
造
営
に
依
り
旧
材

を
も

っ
て
見
本

の
社
殿
が
手
定
さ

ね
頻
官
と
称
さ
枚
た
。
昭
わ

二
十

二
年
九
月
二
十
日
に
本
営
の
御
分

霊
を
本
斎
し
て
末
社
と
な

っ
た
。

〒
ｏ
夫
ｏ
ｌ

ｏ
ｏ
ユ
ニ

札
幌
市
中
央
区
占

二
各
東

二
Ｔ
日

電
話
　
（
〇

一　
一
）

一́
二

一
―
上

○
入
四

桜



ネし儀人

篭不曹藉扉
易湯是貴酔

ヨ

辟は
生
後
三
十

一
日
目
に
、
女
児
は
三

、
祝
着
を
着
せ
て
神
社
に
参
拝
し
ま

で
は
百
日
前
後
が
多
い
様
で
す
。
家

児
の
成
長
御
加
護
を
祈
願
し
ま
す
。

影

Ｊ
・

∃

笏

七
五
三
祝
は
古
く
男
女
三
歳
で
髪
置
、
男
子
五
歳

で
袴
着
、
女
子
七
歳
で
帯
直
等
の
祝
儀
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
今
日
の
七
五
三
の
様
に
な
っ
た
の
は

大
正
の
頃
か
ら
で
、
札
幌
で
は
十
月
十
五
日
神
社

に
参
拝
し
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
を
感
謝
し
、

も
健
や
か
に
成
育
す
る
様
お
祈
り
し
ま
す
。

御
祭
神
明
治
天
皇
は

「教
育
勅
語
」
の
中
で
国
民

に
人
の
道
や
学
問
の
道
を
説
か
れ
て
い
ま
す
。
入

園

・
入
学
の
喜
び
を
奉
告
す
る
と
共
に
健
康
と
学

業
の
成
就
を
祈
願
し
ま
す
。

成
人
に
達
し
た
事
を
祝
福
し
、
大
人
と
し
て
責
任

を
持
ち
、
国
や
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
神
前
に

今
後
　
奉
告
し
、
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

ぜ
ん
一剛

結
婚
は
人
生
儀
礼
の
上
で
最
も
厳
粛
で
あ
り
、
夫

婦
が

一
体
と
な
っ
て
苦
楽
を
共
に
し
、
世
の
荒
波

を
し
の
い
で
行
く
覚
悟
を
固
め
、
神
前
で
誓
い
を

た
て
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
結
婚
記
念
日
を
祝
う
事

も
意
義
深
く
、
特
に
銀
婚
式

（二
十
五
年
）
、
金

婚
式

（五
十
年
）
は
、
広
く

一
般
に
祝
わ
れ
て
い

ま
す
。

11夢́
:

が
く

ぎ
ょ
う
じ
よ
う

じ
ゅ
　
き

　

が
ん

学
業
成
就
祈
願

せ
い
　
じ
ん
　
ほ
う
　
，ｃ
く

成
人
奉
告

や
く
　
　
　
は
ら
い

厄
　
祓

赤
ち
ゃ
ん
が
健
康
で
無
事
に
生
ま
れ
ま
す
様
、
母

親
が
妊
娠
五
ヶ
月
日
の
成
の
日
に
神
社
で
安
産
を

祈
願
し
ま
す
。

昔
か
ら
忌
み
慎
む
べ
き
厄
難
の
あ
る
大
切
な
年
が

厄
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
厄
年
は
、　
一
定
の
年

齢
に
達
し
、
社
会
的
に
も
重
要
な
役
割
を
担
う
様

に
な
る
頃
、
そ
れ
と
相
候
っ
て
心
身
の
疲
労

・
病

気

・
災
厄
が
起
こ
り
や
す
く
、
人
生
の
転
換
期
と

し
て
注
意
す
べ
き
年
廻
り
や
生
涯
の
一
つ
の
節
日

と
し
て
、
自
覚
と
慎
み
が
必
要
な
時
期
な
の
で
す
。

年
頭
に
神
社
に
詣
で
厄
を
祓
い
ま
す
。

●年齢
（数え）　申一に一̈
哺三「一に歳

長
寿
を
み
ん
な
で
お
祝
い
す
る
な
ら
わ
し
で
す
。

還
暦

（六
十
一
歳
）
は
干
支

（十
千
十
二
支
）
が

満
六
十
年
で
も
と
に
戻
る
の
で
本
卦
還
り
と
も
い

い
ま
す
。
古
稀

（七
十
歳
）
は

”人
生
七
十
古
来

稀
な
り
“
の
語
に
基
づ
き
ま
す
。
喜
寿

（七
十
七

歳
）
は
喜
を

”■
“
に
あ
て
た
も
の
で
す
。
傘
寿

（八
十
歳
）
は
傘
の
略
字

”令
“
か
ら
来
て
い
ま

す
。
米
寿

（八
十
八
歳
）
は
米
を

”炎
“
に
あ
て

た
も
の
で
す
。
卒
寿
は
卒
の
略
字

”キ
“
か
ら
来

て
い
ま
す
。
自
寿

（九
十
九
歳
）
は
、
百
か
ら
一

を
取
る
と
自
の
形
に
な
る
か
ら
で
す
。

刈

劃

翻

家
庭
の
平
和
を
感
謝
す
る
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
神
前
に
詣
で
、
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
事
を
喜
び
、

こ
れ
か
ら

一
年
の
家

内
安
全

・
無
病
息
災

を
祈
願
し
幸
福
な
生

活
を
営
み
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
が
、
先
ず

は
自
己
を
正
し
、
人

も
車
も
清
々
し
く
祓

い
清
め
神
前
に
交
通

の
安
全
を
誓
い
神
様
の
ご
加
護
を
祈
り
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
会
社
の
商
売
繁
昌
。
社
内
安
全
等
々
、

様
々
な
祈
祷
を
ご
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。



住
居
の
新
築

・
購
入
等
に
と
も
な
う
祭
典
に
つ
い

て
は
、
神
職
が
直
接
現
地
へ
う
か
が
っ
て
奉
仕
致

し
ま
す
。

回

り

建
物
の
新
築
に
あ
た
り
、
先
ず
土
地
の
神
様
に
奉

告
を
し
、
土
地
の
平
安
堅
固
と
工
事
の
安
全
、
無

事
完
成
す
る
事
を
祈
り
ま
す
。

「̈］̈［「‐‐一一̈̈̈
‐「「一『「̈　　　むなぎ

建
物
を
新
築
す
る
時
、
棟
木
を
上
げ
る
に
あ
た
り

家
屋
の
神
様

・
工
匠
の
神
様
を
祀
っ
て
、
今
後
末

永
く
建
物
に
禍
な
く
幸
せ
の
あ
る
事
を
祈
る
祭
で

す
。

住
宅

・
建
物
の
完
成
し
た
後
、
工
事
が
無
事
終
了

し
た
事
を
感
謝
す
る
と
共
に
繁
栄
と
平
安
を
祈
り

ま
す
。

新
し
く
家
屋

（マ
ン
シ
ョ
ン
等
も
）
に
移
り
住
む

前
に
、
新
し
い
神
棚
の
御
前
で
、
神
様
に
そ
の
旨

を
ご
奉
告
申
し
上
げ
、
各
部
屋
を
祓
い
清
め
て
新

新
し
い
店
舗
の
開
店
を
神
様
に
感
謝
し
、
み
な
に

親
し
ま
れ
、
事
故
無
く
商
売
が
繁
昌
す
る
様
に
、

店
主

・
家
族

。
従
業
員
が
集
ま
っ
て
祈
願
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
会
社
事
務
所
の
神
棚
清
祓

・
移
転

清
祓
や
、
老
朽
化
し
た
建
物
の
解
体
清
祓
等
も
奉

仕
し
て
お
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
北
海
道
神
宮
ま
で
お
問
合
せ
下
さ

い
。 ゝ

袢饒b馨
開 3

し
の
平
安
を
祈
念
し
ま
す

か
み
　
だ
な

　

き
よ

は
ら
い

神
棚
清
祓

【神
棚
の
ま
つ
り
方
】

神
棚
は
、
日
の
高
さ
よ
り
少
し
上
に
お
祀
り
し
、
お
神
札

が
南
か
東
に
向
く
の
が

一
般
的
で
す
が
、
間
取
り
に
よ

っ

て
は
お
祀
り
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る
く
清
ら
か
な
場
所

で
あ
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。

じ
め
縄
は
神
棚
の
前
面
に
掛
け
、
本
の
太
い
方
を
向
か
っ

て
右
に
、
だ
の
細
い
方
を
左
に
し
て
掛
け
、
四
枚
の
紙し
垂で

を
付
け
ま
す
。

次
の
様
に
お
祀
り
し

【お
供
え
】

神
棚
に
は
、
榊
等
の
常
緑
樹
を
お
飾
り
し
、
お
米

・
お
酒

・

お
塩

・
お
水
等
を
お
供
え
し
ま
す
。

季
節
の
初
物
、
お
土
産
等
も
そ
の
都
度
お
供
え
し
、
後
ほ

ど
ご
家
族
で
頂
い
て
下
さ
い
。

【お
参
り
の
作
法
】

神
社

・
神
棚
等
、
神
前
で
の
参
拝
作
法
で
す
。

二
拝

（深
く
お
辞
儀
を
二
回
）

二
拍
手

（手
を
二
回
た
た
く
）

一
拝

（深
く
お
辞
儀
を

一
回
）

一
年
間
、
お
家

・
会
社
を
お
守
り
頂
い
た
古
い
お
神
札
は
、

感
謝
を
込
め
て
神
社
に
お
納
め
し
、
ま
た

一
年
間
を
お
守

り
項
く
新
し
い
お
神
札
を
お
受
け
下
さ
い
。

手組冨°
自紀i

は

くおまつりの一例〉

北

海

道

神

宮

横に並べてまつる場合

重ねてまつる場合



小
動
物

の
楽
園

神
宮
の
境
内
は
、
杉

・
檜
を
は
じ
め
オ
ン
コ
・
カ
シ

ワ

・
ナ
ラ
等
の
針
葉
樹

・
広
葉
樹
が
混
在
し
て
生
い

茂
り
豊
か
な
緑
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
野
生
の
エ
ゾ
リ
ス

・
キ
タ

キ
ツ
ネ
、
ま
た
ア
カ
ゲ
ラ

・
キ
ビ

タ
キ

・
エ
ナ
ガ

・
ヤ

マ
ガ
ラ

・
ヒ

ヨ
ド
リ
等
の
野
鳥
が
四
季
折
々
姿

を
見
せ
、
さ
な
が
ら
小
動
物
の
楽
園

と
な

っ
て
い
る
。

島

義
勇
の
釦
像

開
拓
の
当
時

「人
馬
も
入
れ
ぎ
る
」
と
表
現
さ
れ
た

悪
路
を
島
義
勇
は
御
霊
代
を
背
負

っ
て
札
幌
に
入
り
、

先
ず
開
拓
三
神
の
鎮
座
地
を
定
め
、
こ
の
社
地
を
基

点
と
し
て
町
づ
く
り
に
あ
た
り
北
海
道
開
拓
の
礎
を

築
い
た
。

島
判
官
の
功
績
を
称
え
昭
和
四
十
九
年
十
月
明
治
天

皇
御
増
祀
十
年
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
。

|~


